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1第 2種 委員会名 画像ミュージアム研究委員会
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山口 篤  京都高度技術研究所
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4警 員会の主旨|

主として 枠物螢資料の回復入力 cc vミ ゃ 3D表 示な拘 画模技術のミュージア
ム応用 ならびに牌協館の積断携策をはじめとする画像ミュージアム実現のためのコンテ
ンツ流通に閣わる技術について論じる。

5 2005年渡活動報告

(D第 4回画像ミュージアム研究会
テ~マ :碑物81H報の業者と活月
力佳争  安蓮 文夫

選総窓口 小町 携史

期 日:2006年 3月 3日  13i30～ 16モ50

場所1日本印刷会館

発表件敷:4作

譲加若数
…
人

収支: 0

0博 物館 美術鯖情報の構造記述 sc(,Dも C)
博物鯖 芸術館の電‐ ヒされた市報の構造霊遮等の共通的ファシリテ″の開発を目標と

する研究デ済 プの検討会を月 1回 の頻度で開催した。今年度の活動の成果を第4回 画像
ミュージアム研究会で発表するとともに 第34回年次大会で発表を予定している

020o6年 度活動計画

(D第 34回 年決大会企画セッションの企画
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0第 5回 画像ミュージァム研究会の企画

テーマ:博物館ネットと怜親探索

責任者: 安蓮 文夫

選簿怒日:小町 祐史

期 日'2007年 3月

動才:関東圏

予定参加者数120人

予定発表件数 4件

予ヨ収支!o

lal障 物館 美術鋼常報の構造記述 SG D「D SC)の 開催
テーマ:博物館情報ナビゲーションに向けた情報記述

責任者:安選 文夫

開催口1月 I回

予定収支子o
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